


























下で、将来を悲観し、3 人で話し合った結果、いっそ 3 人で心中して楽になろうと決心し
た。
ＡＢＣ 3 名は、平成 18 年 4 月 1 日早朝、Ｂ運転の自動車もろとも海に飛び込み、一家
心中を図り、これにより 3名は溺死した。その死亡の前後は不明である。
Ｃには、実の兄Ｘがおり、Ｘ夫婦は、ＢＣ夫婦の近所に住んでいた。Ｘ夫婦には子供が
いなかったことから、ＸはＡを小さいことから、自分の息子のように可愛がり、Ａが東京
の私立大学に進学することが決まった際には、入学金、学費、4 年間の下宿代、生活費の
一部を工面した。
Ｂには、Ｚという父がいたが、Ｂが小学校 2年生のときに、亡母と離婚し、Ｂは母親に
引きとられて、Ｃと結婚するまで亡母と苦労して生活をしてきた。離婚の原因がＺの浮気
・浪費にあったこと、亡き母が離婚後Ｂを育てるためにかなり苦労したこと、その苦労が
原因で母が 50代の若さで死亡したことから、ＢはＺをかなり恨んでいた。
ＡＢＣ 3名の死亡による、Ｂの法定相続人はＺのみであり、Ｃの法定相続人はＸのみで
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あった。
Ｘは、ＡＢＣ 3名が自殺する前日の消印がある封筒を郵送にて受け取り、その封筒の中
の手紙には、Ａが、Ｘに対して、今まで自分たち親子に対して様々な点で援助してくれた
ことに対するお礼と、さらに今回の心中に至る経緯等が記されていた。
その手紙には、Ｙ会社の死亡保険金については、Ｘがこれを管理し、死亡保険金のうち
1500 万円は、借金の返済に充てること、残金については、入学金、学費、大学生時代の
生活費の一部を工面してくれたことに対する謝礼として受け取って欲しい旨、のＡのワー
プロ書きによる記載と、最後にＡの自署がなされていた。
Ｘは、この手紙の中身を見て、何故、3 人だけで話をして、自分に何も相談しなかった
のか、相談してもらえれば、弁護士に相談し、何らかの対応ができたはずなのにと、非常
に悔しい思いを持った。また、Ｘは、死亡保険金を受け取る意思はなかったが、Ａが最後
に自分に託した思いを叶えようと考え、Ｙ会社に対して、保険金の請求を行った。
ところが、Ｙ会社はＸは保険金受取人ではなく、商法 676条 2項及びそれを敷衍した約
款規定によって、死亡保険金受取人は、指定保険金受取人であったＢの法定相続人である
Ｚのみであるとして、Ｘの請求を拒否した。
〈問題〉
以上の事実関係から、次の小問(1)～(3)について検討しなさい。
(1)あなたが、Ｘさんから相談を受けた弁護士だとした場合、Ｘさんの請求を認めるため
の主張を検討しなさい。
(2)あなたが、Ｙ会社から相談を受けた弁護士だとした場合、Ｘさんの主張に対して、ど
のような反論をおこなうことができるか検討しなさい。
(3)あなたが、裁判官だった場合、誰が当該保険契約の保険金受取人となり、またその受
取額はいくらとなるか検討しなさい。
以 上
